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箱根町水道事業運営協議会議事録 
 
出席者 
委 員：安藤雅章、岡部 郷、酒寄勝男、北野谷克美、森川修一、松井弘子、 

小川ミツ子 
町 側：副町長、瀬戸環境整備部長、佐藤上下水道温泉課長、中村課長代理 
    勝俣技幹、芳澤副主幹、座間副技幹、神河主任主事 
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 本日の会議につきましては、箱根町水道事業運営協議会条例第 6 条

第 2 項に、委員の過半数の出席者により、会議が成立することとなっ

ておりまして、本日は委員さん全員の方に出席をいただいております

ので、本日の会議は成立していることをご報告申し上げます。 
 はじめに、会長からごあいさつをお願いいたしたいと存じます。 
 
（会長あいさつ） 
 
（副町長あいさつ） 
 
 
（会長議事進行、副町長退席） 
 
 議題１、『平成 23 年度箱根町水道事業執行状況について』町側から

説明をお願いいたします。 
 
（課長から内容説明後、質疑に入る） 
 
  
 一般建設改良事業でですね、大平台第 2 配水池遠方監視装置、これ

は平成 24 年 1 月 31 日現在でございますよね。まだ、だいぶ執行残が

あるように思われるのですけれど。 
 
 こちらの工期につきましては、工期が 1 月 31 日で、先日検査を行い

まして、これから支払いに入るところです。実際の委託内容につきま

しては、報告書が提出されております。 
予算額が 15,000,000 円で、落札額が 5,134,500 円ということで、落

札額がだいぶ低いのですが、入札によって落札をしたもので、入札の

結果で、それだけの差が出てしまったという事です。 
 

落札額が低いという事ですね。 
 
はい。そのとおりです。 
だいぶ金額に差があるものですから。 
どうもありがとうございました。 
 
その他、何かございませんでしょうか。 
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では、私の方から 1 件よろしいでしょうか。 
当初予算を組んだ時に、純利益を 21,000,000 円くらいで見ていたわ

けですよね。それが 19,902,000 円で今回純利益を見込んでいるわけで

すけれど、これで見るとですね、給水収益、これが非常に落ちている

という事で、これが影響しているんじゃないかと考えますけれど、先

ほど、副町長さんからもお話がありましたとおり、東日本大震災の影

響で、給水量が、ということは、旅館とかそういうものが非常に減っ

たのか、その他に見込んでおった収益が約 1 千万円くらい減ってます

けれど、理由があるのかを説明していただきたいと思います。 
 
水道料が主な減収でございます。水道の使用量がかなり落ちており

まして、1 番落ち込んでいる時は 5 月で、昨年の決算額と比べまして、

24.8％の減となっております。東日本大震災の影響で、ロマンスカー

が止まり、観光客がほとんど箱根の町から消え、というような形で、

大口の水道量が軒並み落ちておりまして、そこが 1 番のピークでござ

いました。 
4 月から 11 月までの実績になりますが、収入の方の調定額と、昨年

の決算額とを比べますと、全体的に 7.7％の減をしているものでござい

ます。金額にして、約 2 千万～3 千万円の落ち込みをしておりますので、

決算額で来年度予算を考えた場合、これを踏まえて、平成 24 年度の予

算をたてさせていただいたものでございます。 
 
わかりました。基本的にはですね、水道料の減ということですね。

では、徴収率はいかがですか。 
 
おかげさまで、徴収率に関しましては、ここのところは、昨年度よ

りは伸びておりまして、過年度に関しましても、昨年度よりも徴収率

はあがっているものでございます。 
 
わかりました。もう 1 件よろしいですか。 
営業外費用の中で、資本的支出の 4 ページ、企業債の償還金のとこ

ろ、これは当初予算と変更していますよね。その内容を少しお伺いし

たいのですが。 
 
お手元の資料にございます、平成 23 年度水道事業執行状況表の 4 ペ

ージのところ、数字が並んでおります左側の欄は、現計予算というこ

とで、会長さんがおっしゃいますとおり、当初予算から変更しており

ます。これは、9 月に補正予算を組ませていただきました。9 月補正の

内容といたしましては、今、ご指摘いただきました企業債の償還金、

繰上償還をお認めいただいたものでございまして、その分が上乗せさ

れて、決算見込みをたてさせていただいたものでございます。ご報告

が遅れまして、大変申し訳ございません。 
 
わかりました。私からは以上です。 
他に、ご質問、ご意見がありましたらお願いいたします。 
ご質問、ご意見がないようですので、次に議題 2、『平成 24 年度箱
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根町水道事業会計予算（案 9）』について、町側より説明をお願いいた

します。 
 
（課長から内容説明後、質疑に入る） 
 
3 件ばかりよろしいですか。 
事業計画の中で、大平台第 2 配水池において、耐震補強工事、これ

はどのような工事か簡単にご説明いただけますか。 
それとですね、その下に、塔之澤地区の配水管布設工事をするとい

う事で、これが未給水地域、図面の 14、15 ページに書いてあるのです

が、15 ページの上のところは、まだ未開発だったのですかね。未給水

というのですか。 
あと、それとですね、1 番下に書いてあるところで、水道料金の滞納

金とありますが、これがどの程度まであるのか教えてください。以上

です。 
 
大平台第 2 配水池耐震補強工事についてですが、こちらの工事につ

きましては、平成 23 年度に紫外線照射設備の実施設計を行いました。

その中の一環として、平成 24 年度に、まず、配水槽の方を耐震補強工

事をやりまして、それで、平成 25 年度に槽の上に、紫外線照射設備を

付ける予定でございます。こちらの耐震補強工事なのですが、基本設

計と実施設計の中で、現在ある建物を診断しまして、箱根町に 5 か所

指定配水池があるうち、この大平台の配水池を耐震しないといけない

という事になりましたので、その結果に基づいて、来年度、耐震補強

工事をやって、次年度に紫外線照射設備を付ける予定で、今回工事を

見込んでおります。 
 
耐震補強工事の内容ですが、配水池がコンクリート構造となってお

りまして、そのカベ厚を打ち増しするという単純な、カベを厚くする

という工事の内容です。 
 
ちなみに、何センチくらい厚くするのですか？ 
 
20 センチです。 
 
次に塔之澤の工事、図面で言いますと 15 ページですね、内容的には、

配水用のポリエチレン管 150ミリになるのですが、それを 70メートル、

それと消火栓を 1 基の設置を行う予定でございます。全体計画としま

して、塔之澤地区の整備に関しては、合計で 2,513 メートル整備する

ことになっておりまして、そのうち、平成 23 年度末までに 1,253 メー

トル整備が済んでおります。整備率としましては、約 49.9％になって

おりまして、今まで土地の問題でできなかったところが、境界等の協

議によって、できることになりまして、実施する予定でございます。 
 
塔之澤地区ですが、今現在、未給水区域ということで、給水区域の

拡大を図るために、配水管の整備をしているのですが、現在、この図
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面で説明させていただきますと、来年度予定している工事箇所は、箱

根ベゴニア園というところから、来年度工事を計画しているところに

細い道で、下っている道があるのですが、そこのちょうど上から下っ

てきた道とぶつかったところまで、ここまでが現在配水管が整備され

ていて、そこまで、給水可能区域となっています。ですので、それを

来年度、国道にぶつかるまで延伸するという、そういう計画です。 
 
続きまして、滞納金額についてご説明させていただきます。一番直

近ということで、12 月分の例月の報告をさせていただきます。平成 23
年 12 月 31 日現在ということで、お話をお聞きいただきたいと思いま

す。現年度といたしましては、14,226,282 円、約 1,423 万円という形

になっておりまして、過年度、これは平成 22 年度以前の水道料でござ

います。こちらにつきましては、31,945,408 円、約 3,195 万円の未収

がございまして、合計で、46,171,690 円、この金額が 12 月末現在で未

収金となっているものでございます。 
滞納整理の事でご質問をいただきましたので、滞納整理関係の事を

少しお話させていただきます。この中で、特に過年度の約 3,195 万円

の中に企業の倒産や、給水していた方がお亡くなりになって、身内の

方がいらっしゃらないとかいうような、回収不可能なものが約 5 百万

～6 百万円ございます。中でも倒産によりお金を取れないところで、1
件が 3 百万円以上のところもございます。このような回収不能金を予

算時に費用として、不納欠損という形で落とさせて頂きたいという事

で、平成 24 年度は、120 万円ほどの金額をご提案させていただいたも

のでございます。本来でしたら、これら不納欠損金を全て費用として

落としたいのですが、そうしますと、純利益がなくなってしまいます

ので、何年かに分けて、その経費を落とさせて頂きたいと思いまして、

平成 24 年度に関しましては、120 万円をお願いしたいという事で、ご

提案させて頂いているものでございます。 
 
ありがとうございます。中々大変でございますね。 
 
1 件だけで大きな金額というのは中々ないのですが、それでもそれな

りの金額がありますので、こちらでいくらお金を集めに行っても、倒

産等がでてしまうと、いたしかたないというような状態がございます。

 
1 件よろしいですか。経営方針の方でですね、今年度の収入なのです

が、2 ページの水道事業収益、前年度の予算額が 393,000,000 円、予定

額が 373,400,000 円ということで、約 2 千万円マイナスになっていて、

先ほどの説明の中で、東日本大震災の影響を受けての減収という事で

したが、実際のところ、震災から時間もたっていますし、前年度と同

じ額とまでは言わないまでも、5％以上、前年度予算に対して減になっ

ているというのは、どういうことなのか説明をお願いします。 
 

先ほど来の繰り返しになってしまい申し訳ないのですが、11 月末で、

前年度の決算額に対して 7.7%ということで、5 月が約 24％減で、11
月末で 7.7％に全体で、やっとここまで復帰してきたのですが、これを
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去年並みまでといいますと、中々怖いものがございまして、実際のと

ころ、昨年の予算に対しまして、5％減という形で予算をお願いしてい

るのが現状でございます。 
地区的に申し上げますと、箱根地区の業務用が中々復帰しておりま

せん。箱根町の水道料金を大きく占めますのが、業務用の大口でござ

いまして、こちらが伸びませんと、いくら家庭用でお使いになってい

ただきましても、中々収益をあげるところまではいきません。ですの

で、やはり 5％がやっとかな、という考えでご提案させていただいてい

るものでございます。 
 
ありがとうございます。 
 
非常に難しいところですよね。 
平成 22 年度決算は、3 億 7 千万円くらいでしたよね。去年の決算額

が、少し良すぎたのですよね。 
 
会長がおっしゃいますとおり、去年の決算は、猛暑でしたので、夏

場はお水をたくさん使っていただいて、業務用の使用量がだいぶ伸び

て、ありがたいことだったのですが、平成 22 年度決算よりは少し良い

くらいの数字しかどうしても見込めないのではないかという事で、こ

の数字をあげさせていただいているものでございます。 
 
純利益は、だいたい平成 22 年度並みくらいということですね。 
ほかにご質問、ご意見がありましたらお願いいたします。 
ご質問、ご意見がないようですので、平成 24 年度箱根町水道事業会

計予算（案）につきましては、ご了解いただいたという事でよろしい

でしょうか。それでは、次に議題 3、『その他』の議題という事ですが

町側から何かございますか。 
 
特に町側からはございません。 
 
町側からは特にないという事ですが、委員皆さまからは何かござい

ますか。 
 
町の方ではですね、セシウム、放射線ですね、その情報はどのよう

に入ってきていますか。我々の方は、おそらく今月、保健所の方から

説明があると思うのですが。セシウム等がですね、箱根全体に、どの

程度散らばっているのかという話は入ってきていますか。 
 
水道水につきましては、2 週間に 1 度、ヨウ素とセシウムの値を測っ

ておりますが、一度も検出はされておりません。ホームページ上で、

学校教育関係のグラウンドの数値という事で公表されてますが、そう

いったところでは、約 10～50 ㏃/kg の間で、ヨウ素は検出されていな

いのですが、セシウムは検出されています。 
 
ヨウ素は大丈夫だと思うのですけれど。短いですからね。セシウム
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は長いようで、40 年。かなり堆積しますのでね、葉っぱとか落ち葉と

か。ですから湧水等にはかなり影響してくるのではないかと思うので

すけどね。 
 
泥とか土とかですね、地表にあるものはかなり蓄積されたりして検

出されるのですけれど、水としては検出されていません。 
 
水には溶けてこないのですね。 
 
そうですね。 
 
セシウムというのは水溶性だと聞いたのですが。 
 
もし、入ってしまったらゼオライトとか活性炭とか、そういったも

ので吸着させないと取れないですね。また、吸着させたものは処分を

しないといけません。 
 
たぶん、下水道の処理なんかですとかなりでてくるのでないかと思

うのですけれどね。 
 
やはり入ってくる汚泥の中には低濃度のものがかなりあり、焼却す

ると濃縮されますので、濃縮したものについて、数値がでるというこ

とです。地表界では、先ほど説明させて頂いたとおり、グラウンドレ

ベルですと、50 ㏃/kg を少し切るくらいです。100 ㏃/kg を超えてしま

うと高いという基準に入ってしまうと思うのですが。 
 
それほど心配することはないという事でよろしいのですよね。 
 
そうです。 
 
安心して飲んでいただけるということで。 
 
まあ、これは本当にしょうがないですよね。ちらしようがないです

から。 
 

その他、ご質問、ご意見ございますか。それでは、部長さん何かご

ざいますか。 
 

（部長あいさつ） 

 

 ご質問、ご意見が無いようですので、それでは、本日予定いたして

おりました議題の審議を終了いたします。 

 会議の運営にたいします、委員皆様のご協力に、深く感謝申し上げ

まして、閉会とさせていただきます。 

 本日は、どうもありがとうございました。 
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 ありがとうございました。 

なお、次の協議会の開催は、７月頃を予定しておりますので、ご承

知置きくださいますようお願いいたします。 
 
 

 


